




































Shareholders’ Litigation right in China According to the Judicial 
Interpretation IV of Company Law
In this paper, the author will introduce the background and contents of 
the judicial interpretation IV of Company Law based on the topics like the 
litigious rights of shareholders in the application of Company Law in 
China. According to the revision of the Chinese Company Law in 2005, 
the legislators have not sufficiently examined the applicable background 
and problems of foreign regulations which are used for reference in the 
amendment of Chinese Company Law. Therefore, Chinese judges may 
give different judgement even in similar cases and there are few cases 
discussing about the litigious abilities and qualification of the parties 
involved. As a consequence, the purpose to protect shareholders’ litigious 
rights and benefits of the Company Law is not well fulfilled. In order to 
tackle problems like this, the Supreme Court of China has publicized the 
judicial interpretation IV of Company Law. In the interpretation, the 
Supreme Court has specified some guidance cases and principles for 
problems associated with the application of the Company Law. To help 
readers to understand the judicial interpretation mentioned above, the 













































































































































































（15）　2004年 2 月 9 日北京市高級人民法院審判委員会第116回会議において成立。






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































636　　早法 94 巻 3 号（2019）
社解散の訴えについては『中国会社法』第181条において原告適格につい
て規定し、「会社法司法解釈二」において具体的に被告を会社として、適
用条件について規定している。「会社法司法解釈三」においては、出資の
瑕疵、出資者と債権者の利益の保護、匿名株主の権利などについて規定
し、「会社法司法解釈四」においては、本文で取り上げた株主総会決議の
瑕疵に関する訴訟形態を整備し、他に利益配当の訴え、株式の譲渡におけ
る優先買取権の行使、株主代表訴訟における当事者の適格、帳簿閲覧権に
ついて詳細に規定している。これをもって裁判の実務上主に問題が生じた
制度を整備し、株主権利保護及び会社のガバナンスに関する紛争が生じた
場合における根拠規定を提供した。会社の自治と司法介入の関係、法律と
会社定款自治、会社の内部機構における権利の行使、第三者に及ぶ効力な
どについて人民裁判所の商事裁判が介入することによって、案件の事実を
明確に調べ、法により当事者の権利を保護し、現行会社法について本格的
に法改正をする前に司法解釈をもって制度がその救済機能を果たすように
している。なお、今回「会社法司法解釈四」においては、会社の内部関係
と外部関係、市場取引の秩序についても利益考量を図っている。内部関係
というのは、株主と株主、株主と会社、取締役、監査役と株主の間、取締
役と監査役と会社間の関係であり、外部関係というのは、取引を基本とす
る商事関係である。「会社法司法解釈四」において非常に遺憾に思うのは、
株主代表訴訟に関する規定で元々二重代表訴訟を設ける予定であったが、
最終稿で削除したことである。
　今後、前述した関係において損害が生じ、紛争が生じたときに、司法を
もって株主の権利を保護することによって、商事秩序をある程度保障して
行くことができるのであるが、これらの規定を今後の会社法の改正でさら
に整備して行く必要がある。
